




成 2 年中の交通事故死亡者数は ,9 名、負傷者数












外傷後ストレス障害（Posttraumatic stress disorder: 
PTSD）の研究が報告され始めたのは、わずか 0 数年
前にすぎない。その先駆的な研究として、Blanchard, 
Hickling, Barton, Taylor, Loos, & Jones-Alexander 
(996) は交通事故被害者の約 6％に PTSD の発症が
認められ、そのうち約 20％は PTSD 症状が慢性化する
ことを報告している。わが国においても、Matsuoka, 





















ス反応を決定づけるとする Ehlers & Clark (2000) の慢




　ところで、Kibler & Lyons (200) は主観的なコント
ロール可能感によって外傷体験の想起時に亢進した生理
的覚醒が沈静したことを報告している。また、Osawa 



























愛知県 ( 警察庁、2009) を含む東海地方の私立大学およ
び短期大学に通う学生に調査を実施した。回答に不備が
なかった 9 名のうち、交通事故の被害に遭ったこと
がある 9 名 ( 男性 8 名、女性  名、平均年齢 9.92 
± 2. 歳 ) を「被害あり群」、事故にあったことがない
5 名 ( 男性 7 名、女性 08 名、平均年齢 20.50 ± 6.52
歳 ) を「被害なし群」に配置した。
　調査内容　対象者全員の精神的健康を測定するため、日
本版 GHQ 精神健康調査票短縮版 28 項目 (The General 




と思いますか？」) について、５件法 (. 全くそう思わ









クトが強かったもの ) が DSM-IV-TR (APA, 2000) にお
ける PTSD の診断基準 A (Table) に該当するかどうか
Table １　PTSD の診断基準 A（DSM- Ⅳ -TR（APA,2000）より抜粋）




Diagnostic Scale: PDS; 長江・廣幡・志村・山田・Foa・






準 A の () に該当）、かつ「体験中に強い恐怖感や無力
感、または戦慄が走るような感覚があった」という項目
（Table2 の最下段の項目）に「はい」と回答した場合
（PTSD の診断基準 A の (2) に該当）、その事故は PTSD
の診断基準 A を満たす可能性が高いと判断された。
　また、事故に対する苦痛・不安・怒りの程度 (0：全











をみると、「車同士の衝突・追突事故」 (6 名 ) 、「車に
はねられた」 ( 名 ) 、「自転車・バイクで走行中に車と
接触事故」 ( 名 ) が多かった。事故からの平均経過月
数は 6.96 ヵ月 (SD = 57.2) であった。また、PTSD
の発症リスクが高くなるとされる IES-R のカットオフ
ポイント (2/25 点 ) 以上の得点を示した者は７名で
あった ( 被害あり群全体の .29％ ) 。体験した事故
が PTSD の診断基準 A に該当する可能性があった者は
 名であり ( 被害あり群全体の 22.5％ ) 、このうち
IES-R 得点がカットオフポイント以上であった者は  名
であった。
　被害あり群を、IES-R 得点のカットオフポイント以上
の群 ( ７名 ) とカットオフポイント未満の群 (2 名 ) に
配置し、前者を「外傷性ストレス高 (Traumatic stress-
High) 群 ( 以下、TH 群 ) 」、後者を「外傷性ストレス低 
(Traumatic stress-Low) 群 ( 以下、TL 群 ) 」とした。事
故後の苦痛、不安、怒りの程度とこれらに対する対処可





の方が有意に高かった ( 苦痛 : F (, 7) = 7.02, p<.05； 
不安 : F (, 7) = ., p < .0) 。各群における事故後
の苦痛および不安の程度の平均を Figure に示した。
　事故からの経過月数を統制変数とした IES-R 得点と
苦痛の程度との偏相関係数は .6 (p < .0) 、IES-R 得点




度 : - .08, IES-R 得点と不安に対する対処可能感の程度 : 
- .2,　IES-R 得点と怒りに対する対処可能感の程度 : - 
.05, 全て n. s.) 。同様に算出した不安の程度と不安に対
する対処可能感の偏相関係数は - .27 (p < .0) であり、
有意傾向ではあるが負の相関関係が認められた。
　GHQ-28 の総得点については、TH 群、TL 群に被害
なし群を加え、群を独立変数とする一要因分散分析を
行ったが、群間の差は有意ではなかった (F (2, 9) = 
.0, n. s.)。各群の GHQ-28 の総得点を Table に示した。









係数は- .0 (p < .05) であり、負の相関関係が認められた。
同様に、GHQ-28 の総得点と怒りに対する対処可能感と





( 被害あり群 : 7.％、被害なし群 : 7.72％ ) 。その理
由として、「不安やつらさを軽減できると思うから」、「安










い。若者層 (6 ～ 2 歳 ) の交通事故負傷者が多いこと








た。また、PTSD の診断基準 A を満たす者と IES-R 得
点のカットオフポイント以上であった者の人数が対応し
ておらず、体験した交通事故が PTSD の診断基準 A に
該当するか否かは外傷性ストレス反応の強さと関連しな
いことが示唆され、Ehlers & Clark (2000) や Osawa 
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The purpose of current research was to examine the relationships among psychological stress after motor 
vehicle accidents (MVA), probability of coping with the stress and mental health in Japanese victims of 
MVA. This study found that 25.26 percent of participants (N = 9) were involved in MVA. As results of 
one-way ANOVA, participants who have high traumatic stress responses after MVA (N = 7) showed higher 
degree of distress and anxiety after accidents than those who have low traumatic stress responses (N = 
2). It was also revealed that there was a middle negative correlation between the scores on GHQ-28 and 
the degree of probability of coping with anxiety. In addition, over seventy percent of participants needed to 
have the opportunities to learn how to cope with stress after MVA. The results of this study suggest that 
the psychoeducational interventions for victims of MVA designed to increase their probability of coping 
with anxiety after accidents may be effective in improving their mental health and quality of life.
Key Words : motor vehicle accidents, anxiety, mental health, probability of coping
